
アフターサービスのお問合せ

お客様相談窓口

弊社ホームページのお問合せフォーム
よりご相談ください。

※ お電話によるお問合せは承っておりません。

https://www.yamagiwa.co.jp/contact/

商品に関するご相談及びお問合せは、器具本体の表示に書

いてある型番をご確認のうえ、お買上げいただきました販売店・

工事店へご連絡ください。部品についてのお問合せは「部品名

称」のイラストをご参照ください。

L３F０02Y１

VIBIA　TEMPO



G：

グラファイト

129F-445G

AC100V
50/60Hz

LED 2700K
（交換不可）

4.0 kg

調光方式

非調光

※図は129F-445の場合

129F-446G

129F-448G

129F-449G

129F-450G

129F-447G

L3FG-07Z1-1G

L3FG-08Z9-1G

L3FG-10Z7-1G

L3FG-11Z4-1G

L3FG-12Z1-1G

L3FG-09Z6-1G
4.6W

2.0 kg

2.5 kg

1.2 kg

2.5 kg

1.4 kg

フランジカバー

ワイヤー固定金具

ワイヤー

セードの組立方法

・129F-445,446, 449,450 の場合

・129F-447,448 の場合

１.取付前の天井の確認

　上図に従って商品の取り付けが可能な天井であるか確
　認する。

６.LED部とセードの取付

・129F-445/446/449/450の場合

2.フランジカバーの取外し
　左図のように、固定ナットを緩め、カバーを外す。

3.器具の高さ調整 ※必要な場合のみ

　器具にしたがって、下記の方法で
   全長（1000～2000 ｍｍ）を調整する。

7.点灯動作確認

電源を入電し、動作を確認する。

器具コード線

本体ポール部

本体LED部

セード

ガラス部

・本体LED部に付いているラバー製
　保護キャップを取り外す。

・セードに本体ポール部をねじ留め
　する。

注）ネジ留めの際は必ずセード側を回
　　してください。本体ポールを回転
　　していくと内部リード線が引きち
　　ぎれて、故障の危険があります。 ポール側を回転させない。

断線の原因となります。

ラバーキャップ

※図は129F-450Gの場合

ポール部真ん中のプレートを上にあげ、
一番下のプレート２枚を同じ方向に揃える。

１. ２. ３. ４. ５.

向きを揃えた一番下のプレートをガラス
セード内に滑り込むようにして入れ込む。

セード内でプレートの向きを元に戻し、
セードを保持するようにさせる。

真ん中のプレートを元に位置に下げ、
セードを挟むようしっかりとねじ込ん
で固定する。

１. ２.

ポール取付部

　・129F-445/449の場合（ワイヤー吊仕様）

　フランジカバーのワイヤー固定金具を操作して、
　高さを調整する。（図１）

　・129F-446/447/448/450の場合（ケーブル吊仕様）

　高さを調節した後に、張力止めでコード位置を固定する。
   （図 2）

ケーブル吊仕様の場合　図２

（129F-446/447/448/450）

フランジのワイヤー調整金具
のストッパーを押し上げると、
ワイヤーの調節が可能です。

ワイヤー

ワイヤー調節具

ストッパ

押し上げてワイ
ヤーを調節可能

ワイヤー長さ調整方法 図１

張力止め

　器具にしたがって、下記の方法で固定する。

　LED部に付属された保護ラバー製保護キャップを
　取り外し、本体ポール部にセードをねじ込む。
　（図３）

・129F-447/448の場合

　本体ポール部のプレートを回転させ、セード内部に
　滑り込むように挿入する。その後、プレートの向き
　を戻し、セードを挟むようにねじ込む。（図４）

図３

図４

129F-445/446 129F-449/450129F-447/448

商品外観

取付完了図
取付完了図 取付完了図

薄型埋込引掛シーリングの場合 埋込引掛シーリングの場合 丸型・角型シーリングの場合

ローレットねじ
２本使用
上部穴 締め付け

ローレットねじ
２本使用
中央穴 締め付け

ローレットねじ
２本使用
下部穴 締め付け

器具コード線

固定ナット

引掛
シーリング
キャップ

引掛
シーリング
キャップ

引掛
シーリング
キャップ

フランジカバー フランジカバー フランジカバー

吊り金具

吊り金具
吊り金具

4.引掛シーリングキャップの取付

　上図に従って商品の引掛けシーリングキャップを
　天井の器具に取り付ける。

5.フランジカバーの取付
　上図の取付完了図のようにカバーを天井面に押し上げ、
　固定ナットを締め付ける。


